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対
馬
市
議
会
は
、
６
月
10
日
か

ら
13
日
ま
で
４
日
間
の
会
期
で
臨

時
会
を
開
き
ま
し
た
。
対
馬
市
議

選
挙
後
、
初
の
議
会
と
な
る
も
の

で
、
市
議
26
名
が
出
席
し
、
正
副

議
長
の
選
出
、
常
任
・
議
会
運
営

委
員
会
の
構
成
が
決
定
さ
れ
た
ほ

か
、
４
件
の
報
告
案
件
、
９
件
の

補
正
予
算
な
ど
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
承
認
案
件
、
議
員
報
酬

の
一
部
改
正
、
対
馬
市
に
収
入
役

を
置
か
な
い
条
例
の
制
定
、
助
役

の
選
任
、
監
査
委
員
（
議
員
）
の

選
任
な
ど
17
案
件
が
審
議
さ
れ
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
健
勝
に

て
日
々
家
業
に
お
励
み
の
こ
と
と

ご
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
に
行
わ
れ
ま
し
た
対
馬
市
議

会
議
員
選
挙
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
方
の
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
私
は
、
６
月
10
日
に
招
集

さ
れ
ま
し
た
臨
時
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
員
各
位
の
温
か
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
初
代

議
長
に
引
き
続
き
二
代
目
の
議
長

に
就
任
す
る
こ
と
に
相
成
り
ま
し

た
。

　
私
自
身
、
も
ち
ろ
ん
浅
学
非
才

の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
過
去
の

実
績
と
経
験
を
基
に
粉
骨
砕
身
、

努
力
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
意

を
新
た
に
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
の
行
政
推
進
に
あ

た
っ
て
は
我
々
26
名
の
議
員
が
し

っ
か
り
と
連
帯
感
を
強
め
、
一
致

協
力
し
て
諸
問
題
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
は
議
長
と
し
て
先
導
的
役

割
を
果
た
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
構
築
こ
そ

私
の
最
大
の
責
務
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
さ
ら
に
自
己
研
鑽
に

努
め
、
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
行
政
推
進
の
主
役
は
市

民
の
皆
さ
ま
で
あ
り
ま
す
。
市
民

全
体
の
連
帯
と
協
調
の
確
立
こ
そ

が
、
今
後
の
対
馬
市
の
発
展
の
原

動
力
に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
先
、
市
政
発
展
の

た
め
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な

っ
て
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

汗
を
か
き
な
が
ら
諸
問
題
の
解
決

と
行
政
の
安
定
と
躍
進
の
基
礎
作

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
国
際
色

あ
ふ
れ
る
文
化
と
歴
史
を
も
つ
対

馬
市
の
明
日
の
た
め
市
民
皆
さ
ま

の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
先
厳
し
い
暑
さ
が

到
来
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
お
体

に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
ご
多
幸
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
議
長
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　 　 平 間 利 光（66）
上県町女連

　 　 畑 島 孝 吉（57）
上対馬町舟志
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西
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光
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長
崎
県
離
島
医
療
圏
組
合
議
会
議
員�

市
議
選
後
初
の
市
議
会�

�
〜
平
成
17
年
度
第
１
回
対
馬
市
議
会
臨
時
会
〜�

議
長�

副
議
長�

　
　
　
構
成�

委
員
会�

へい　 ま　 とし　みつ

はた　しま　たか　よし
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が
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つ
ぐ

こ
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も
と
　
　
　
よ
し
　
　
　
ふ
み

き
り
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ゆ
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よ
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み
　
　
　
　
ゆ
う
　
　
　
　
こ

く
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い
わ
　
　
　
　
よ
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と
し

お
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く
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よ
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※
金
額
は
月
額
、ま
た
（
　
）内

　
　
は
改
正
前
金
額

▽
議
長
＝
36
万
円（
29
万
３
千
円
）

▽
副
議
長
＝
30
万
６
千
円
（
23
万

５
千
円
）
▽
委
員
会
委
員
長
＝
29

万
３
千
円
（
21
万
８
千
円
）
▽
議

員
＝
28
万
８
千
円（
21
万
３
千
円
）

（
次
の
助
役
、
監
査
委
員
は
平
成

17
年
７
月
１
日
付
辞
令
）

◎
助
役
　
永
尾
一
二
三
（
58
）

【
住
所
】
厳
原
町
久
田
道

【
略
歴
】
収
入
役
、
厳
原
支
所
長

◎
監
査
委
員
（
議
員
）

　
　
　
　
桐
谷
正
義
（
67
）

　
　
　
　
厳
原
町
椎
根
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議
員
報
酬
改
正�

�

　
６
月
４
日
、
美
津
島
体
育
館
で
、

市
内
外
か
ら
約
7
0
0
人
が
参
加

し
て
、
第
58
回
長
崎
県
消
防
団
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
県
の
消
防
殉
職
者

へ
の
黙
と
う
、
県
消
防
協
会
総
裁

（
金
子
原
二
郎
知
事
）
の
あ
い
さ

つ
（
田
中
副
知
事
代
読
）
、
県
消

防
協
会
長
の
式
辞
、
松
村
市
長
の

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
後
、
消
防

団
活
動
で
功
労
の
あ
っ
た
３
１
７

人
に
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
佐
世
保
市
消
防
局
の
永

田
泰
史
消
防
士
と
市
消
防
団
豊
玉

第
一
分
団
の
永
留
増
喜
分
団
長
に

よ
る
意
見･

体
験
発
表
が
行
わ
れ
、

最
後
に
、
永
留
市
喜
対
馬
市
消
防

団
長
か
ら
「
技
術
の
練
磨
に
努
め
、

郷
土
を
災
害
か
ら
守
り
、
県
民
の

信
頼
と
負
託
に
応
え
る
こ
と
を
誓

う
」
と
大
会
宣
言
が
さ
れ
大
会
は

閉
会
し
ま
し
た
。

【
対
馬
市
の
受
章
者
】

　
　
　
　
　
　
　
　
敬
称
略

▼
秋
の
叙
勲
＝
加
瀬
興
▼
消

防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤
続

功
労
章
）
＝
三
山
專
壽
、
双

須
英
男
、
齋
藤
久
光
▼
日
本

消
防
協
会
長
表
彰
（
功
績

章
）
＝
佐
伯
利
生
、
（
精
績

章
）
＝
双
須
英
男
、
齋
藤
久

光
、
國
分
宏
、
香
月
勝
美
、

（
勤
続
章
）
＝
双
須
英
男
、

八
坂
政
治
、
江
川
文
隆
、
浜

辺
重
実
、
岡
野
亮
司
、
斉
藤

一
、
渕
上
幸
好
、
本
田
廣
行
、

久
世
喜
久
雄
▼
長
崎
県
消
防

協
会
長
表
彰
（
感
謝
状
）
＝

有
地
真
汎
、
作
元
義
文
、
武

末
栄
連

�

〜
長
崎
県
消
防
団
大
会
〜

県
下
か
ら
７
０
０
人
が
参
加�

�
��

　
　
《
６
月
》

１
〜
３
日
＝
全
国
離
島
振
興
協
議

　
　
　
会
総
会
　
　
（
佐
渡
市
）

４
日
＝
長
崎
県
消
防
団
大
会

６
日
＝
対
馬
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

　
　
　
ル
株
主
総
会
、
全
国
離
島

　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
実
行

　
　
　
委
員
会

10
日
＝
対
馬
市
議
会
臨
時
会
、
対

　
　
　
馬
真
珠
養
殖
漁
業
協
同
組

　
　
　
合
総
会

13
日
＝
対
馬
市
議
会
臨
時
会

14
〜
16
日
＝
県
漁
港
漁
場
協
会
総

　
　
　
会
　
　
　
　
（
長
崎
市
）

20
日
＝
総
合
計
画
審
議
会

21
日
＝
対
馬
農
業
協
同
組
合
通
常

　
　
　
総
代
会

22
日
＝
対
馬
物
産
開
発
株
主
総
会

23
日
＝
県
市
町
村
職
員
年
金
者
連

　
　
　
盟
対
馬
支
部
総
会

24
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
会
議
）

25
日
＝
釜
山
外
語
大
と
の
合
同
海

　
　
　
岸
清
掃

26
日
＝
対
馬
防
衛
協
会
総
会

27
〜
30
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

30
日
＝
対
馬
市
自
然
資
源
活
用
戦

　
　
　
略
提
言
書
受
領

　　
◎
７
月
１
日
付

　
　
　
※
（
　
）
内
は
旧
所
属

▽
佐
須
出
張
所
長
兼
佐
須
地

区
公
民
館
長
＝
柳
田
政
則

（
厳
原
学
校
給
食
共
同
調
理

場
長
）
▽
厳
原
学
校
給
食
共

同
調
理
場
長
＝
神
宮
吉
幸

（
厳
原
支
所
住
民
生
活
課

主
幹
）
▽
厳
原
支
所
住
民
生

活
課
主
事
＝
俵
嘉
彦
（
同
支

所
健
康
福
祉
課
主
事
）

市
長
の
動
き�

人
事
異
動�

議会中継ビデオ貸出中�
【ビデオの内容】
　①臨時会（6月10日～13日）……3本
　②定例会（6月24日～7月4日）…7本
【貸出方法】
　最寄の各支所（総務課）、各出張所にお
　申し出ください。
　※各所ともビデオは１セットのみの配
　　置です。事前にビデオ貸出の有無を
　　電話等でご確認ください。
【問合せ先】対馬市総務部秘書課
　　　　　　TEL.0920-53-6111



　
日
露
戦
争
日
本
海
（
対
馬
沖
）

海
戦
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
た
５

月
27
日
、
日
ロ
両
国
の
戦
没
者
約

５
０
０
０
名
を
追
悼
す
る
日
ロ
合

同
の
慰
霊
祭
が
、
戦
場
と
な
っ
た

上
対
馬
町
比
田
勝
沖
海
上
と
ロ
シ

ア
艦
船
の
乗
組
員
が
漂
着
し
た
同

町
殿
崎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
慰
霊
祭
に
は
、
金
子
知
事
、
松

村
市
長
（
慰
霊
祭
実
行
委
員
会
会

長
）
や
ロ
シ
ア
側
か
ら
ロ
シ
ュ
コ

フ
駐
日
大
使
や
コ
ス
テ
ン
コ
駐
日

ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
を
は
じ
め
、
慰

霊
祭
や
記
念
行
事
を
企
画
し
た
民

間
団
体
「
対
馬
歴
史
顕
彰
事
業
推

進
委
員
会
」
の
武
末
裕
雄
会
長
な

ど
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
海
上
慰
霊
祭
に
は
約
３
５
０
名

が
海
上
自
衛
隊
の
掃
海
艇
な
ど
３

隻
に
乗
船
し
て
海
上
で
黙
と
う
と

献
花
を
し
ま
し
た
。
約
５
０
０
名

が
参
列
し
た
殿
崎
で
の
陸
上
慰
霊

祭
で
は
、
比
田
勝
小
の
５
年
生
修

行
雄
介
君
と
４
年
生
の
古
場
友
香

里
さ
ん
に
よ
る
殿
崎
を
「
日
露
友

好
の
丘
」
と
命
名
す
る
宣
言
や
、

負
傷
し
た
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
司
令

長
官
を
東
郷
平
八
郎
連
合
艦
隊
司

令
長
官
が
病
棟
で
見
舞
う
シ
ー
ン

が
彫
ら
れ
た「
平
和
と
友
好
の
碑
」

と
日
露
両
国
の
戦
没
者
の
氏
名
を

刻
ん
だ
「
慰
霊
の
碑
」
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
翌
28
日
に
は
、
顕
彰
委

員
会
に
よ
る「
ロ
シ
ア
兵
慰
霊
碑
」

の
除
幕
式
が
市
内
３
ヶ
所
で
行
わ

れ
た
ほ
か
、
美
津
島
体
育
館
で
は
、

記
念
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
講
演
の
前
に

は
、
「
日
露
・
対
馬
沖
海
戦
に
つ

い
て
の
作
文
」
の
入
賞
者
表
彰
式

が
あ
り
、
最
優
秀
賞
に
平
山
優
子

さ
ん
（
佐
護
中
２
年
）
が
、
優
秀

賞
に
海
老
名
佑
紀
君
（
同
）
、
神

田
貴
仁
君
（
比
田
勝
中
１
年
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
最
終
日
の
29
日

に
は
、
厳
原
で
日
ロ
の
友
好
と
平

和
を
訴
え
る
市
中
パ
レ
ー
ド
や
シ

ャ
イ
ン
ド
ー
ム
み
ね
で
は
平
和
友

好
祈
念
対
馬
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

※
日
本
海
海
戦
と
は

　
明
治
38
年
（
１
９
０
５
年
）
５

月
27
日
か
ら
28
日
に
、
対
馬
沖
で

日
本
の
連
合
艦
隊
と
ロ
シ
ア
の
バ

ル
チ
ッ
ク
艦
隊
と
の
間
で
行
わ
れ

た
戦
い
の
こ
と
で
す
。
ま
た
外
国

な
ど
で
は
「B

attle
o

f
T

su
sh

im
a

」
（
対
馬
海
戦
）
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
対
馬
で
は
、
戦
火
を

逃
れ
て
漂
着
し
た
ロ
シ
ア
兵
を
温

か
く
も
て
な
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
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海上慰霊祭の様子（献花する市長）�

前列左から松村市長、ロシュコフ大使、コステンコ大使、�
サクソン・ロシア武官、金子知事、谷川代議士�

「日露友好の丘」の宣言をする修行君と古場さん�

市中パレード�「平和と友好の碑」除幕式�

対
馬
を
日
ロ
友
好
の
架
け
橋
に  

�

　
　
　
　
　
　
〜
日
本
海
海
戦
１
０
０
周
年
〜�



　
６
月
11
日
と
12
日
の
両
日
、
上

県
町
の
千
俵
蒔
山
エ
リ
ア
で
「
第

３
回
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
対
馬

大
会
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
韓
国
が
眺
望
で

き
る
絶
好
の
景
勝
地
で
あ
る
対
馬

北
部
地
域
の
「
千
俵
蒔
エ
リ
ア
」

を
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流

拠
点
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
目

指
し
開
催
す
る
も
の
で
、
韓
国
連

山
の
雄
大
な
景
色
と
満
開
の
「
あ

じ
さ
い
」
を
空
か
ら
楽
し
み
な
が

ら
、
２
日
間
の
日
程
で
の
競
技
と

な
り
ま
し
た
。

　
大
会
へ
は
大
分
や
長
崎
、
東
京

な
ど
の
ほ
か
韓
国
か
ら
も
６
名
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
、
地
元
対
馬
の
ス

カ
イ
ク
ラ
ブ
も
あ
わ
せ
て
36
名
の

参
加
で
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
２
日
目
は
「
あ
じ

さ
い
祭
」
も
同
時
開
催
と
な
り
、

競
技
の
合
間
に
40
名
（
11
日
は
30

名
）
の
希
望
者
が
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ

ー
を
体
験
フ
ラ
イ
ト
し
ま
し
た
。

体
験
し
た
方
は
「
最
高
で
し
た
」

「
も
う
一
度
飛
び
た
い
」
な
ど
興

奮
し
た
様
子
で
感
想
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
あ
じ
さ
い
祭
で
は
、
あ
じ
さ
い

ロ
ー
ド
沿
い
に
咲
く
あ
じ
さ
い
を

楽
し
み
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
対
州
馬
の
体
験
乗
馬
、
材
木
船

（
藻
刈
船
）
体
験
乗
船
な
ど
も
あ

り
、
３
０
０
０
人
の
方
が
祭
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
大
会
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▼
優
勝
＝
ジ
・
ビ
ョ
ン
ジ
ン
（
韓

国
・
釜
山
市
）
１
０
０
点
▼
２
位

＝
小
川
勝
良（
長
崎
県
・
大
村
市
）

70
点
▼
３
位
＝
定
村
春
治
（
福
岡

県
・
行
橋
市
）
50
点
▼
４
位
＝
宮

頼
孝
（
長
崎
県
・
長
与
町
）
50
点

▼
５
位
＝
ゴ
・
デ
ヨ
ン
（
韓
国
・

釜
山
市
）
40
点
▼
６
位
＝
梶
原
小

八
（
大
分
県
・
玖
須
町
）
30
点
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優勝のジ・ビョンジンさん�

せ
ん
び
ょ
う
ま
き

雄
大
な
景
色
と
あ
じ
さ
い
楽
し
む�

〜
あ
じ
さ
い
祭
・
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
対
馬
大
会
〜��

上手に乗れたでしょ（体験乗馬）� 帰りは元気になってました�

ウォーキングの途中で�
「歩くの嫌だ」と泣いてた子�

雄大な景色が楽しめました（体験フライトで撮影）�

400人がウォーキングを楽しみました�
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1位でゴールする大船越小のアンカー�

２
種
目
で
新
記
録
�

　
　
〜
美
津
島
町
小
学
校
�

　
　
　
　
　
　
　
　
体
育
大
会
〜
　
�

〜
対
馬
市
中
学
校
�

　
　
体
育
大
会
陸
上
競
技
〜

２
年
女
子
８
０
０
ｍ
で
�

新
記
録
！
�

�　
６
月
14
日
、
15
日
の
両
日
、
対

馬
市
内
の
19
の
中
学
校
か
ら
６
６

２
名
の
生
徒
が
参
加
し
、
対
馬
市

中
学
校
陸
上
競
技
大
会
が
峰
町
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
46
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
大

会
は
、
各
町
の
予
選
会
を
廃
止
し

て
、
市
の
大
会
に
一
本
化
さ
れ
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
記
念

の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
競
技
開
始
を
前
に
、
選
手
を
代

表
し
て
、
豊
中
学
校
の
武
末
美
乃

里
さ
ん
が
、
「
自
分
の
力
を
信
じ
、

１
秒
、
１
㎝
で
も
記
録
が
伸
び
る

よ
う
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に

全
力
で
競
技
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
選
手
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
母
校
の
生
徒
や

応
援
に
駆
け
つ
け
た
数
多
く
の
保

護
者
ら
か
ら
、
あ
た
た
か
い
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
少
し
で
も
速
く
、

高
く
、
遠
く
を
目
標
に
、
精
一
杯

競
技
し
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】
《
一
位
及
び
新
記

録
掲
載
》

《
男
子
》
【
１
年
】
▼
1
0
0
メ
ー
ト
ル

＝
藤
川
周
平
（
加
志
々
）
13
秒
２

▼
1
5
0
0
メ
ー
ト
ル

＝
土
肥
啓
人
（
久

原
）
４
分
49
秒
２
▼
4
0
0
メ
ー
ト
ル

リ

レ
ー
＝

知
中
（
平
山
友
樹
、
木

山
隆
史
、
小
宮
慶
祐
、
栗
屋
佳
弘
）

53
秒
６
【
２
年
】
▼
1
0
0
メ
ー
ト
ル

＝

三
山
託
未
（
佐
須
）
12
秒
３
▼
１

５
０
０
メ
ー
ト
ル

＝
川
上
健
一
郎（

知
）

４
分
35
秒
４
▼
4
0
0
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー

＝
佐
須
中
（
斉
藤
貴
紀
、
上
野
雄

平
、
上
野
浩
輝
、
三
山
託
未
）
49

秒
６
【
３
年
】
▼
1
0
0
メ
ー
ト
ル

＝
犬

束
有
志
（
豊
玉
）
12
秒
１
▼
１
５

０
０
メ
ー
ト
ル

＝
本
堀
亮
太
（
豊
玉
）
４

分
30
秒
５
【
共
通
】
▼
２
０
０
メ
ー
ト
ル

＝
犬
束
有
志
（
豊
玉
）
24
秒
１
▼

４
０
０
メ
ー
ト
ル

＝
武
末
悠
輝（
比
田
勝
）

56
秒
７
▼
8
0
0
メ
ー
ト
ル

＝
本
堀
亮
太

（
豊
玉
）
２
分
10
秒
６
▼
３
０
０

０
メ
ー
ト
ル

＝
武
末
真
輔
（
比
田
勝
）
９

分
39
秒
８
▼
1
1
0
メ
ー
ト
ル

ハ
ー
ド
ル

＝
青
木
遼
（
加
志
々
）
17
秒
８
▼

4
0
0
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
＝
厳
原
中
（
二

宮
慎
吾
、
中
村
貴
之
介
、
永
尾
啓

貴
、
小
島
亮
一
）
48
秒
４
▼
走
高

跳
＝
阿
比
留
瞬
（

知
）
１
メ
ー
ト
ル

55

▼
棒
高
跳
＝
松
村
賢
太（
加
志
々
）

３
メ
ー
ト
ル

10
▼
走
幅
跳
＝
中
村
貴
之
介

（
厳
原
）
５
メ
ー
ト
ル

66
▼
三
段
跳
＝
糸

瀬
賢
（

知
）
11
メ
ー
ト
ル

53
▼
砲
丸
投

＝
春
田
拓
也
（
厳
原
）
12
メ
ー
ト
ル

63

【
低
学
年
】
▼
1
1
0
メ
ー
ト
ル

ハ
ー
ド

ル
＝
阿
比
留
一
樹
（
南
陽
）
16
秒

２
▼
4
0
0
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
＝
豊
玉
中

（
小
田
翔
太
郎
、
惣
島
祥
吾
、
井

村
健
太
、
原
清
澄
）
52
秒
５
【
男

子
総
合
】
①
豊
玉
中
78
点
②

知

中
71
・
5
点
③
厳
原
中
65
・
5
点

《
女
子
》
【
１
年
】
▼
1
0
0
メ
ー
ト
ル

＝
小
宮
彩
（

知
）
14
秒
３
▼
８

０
０
メ
ー
ト
ル

＝
田
中
彩
（

知
）
２
分

38
秒
４
▼
4
0
0
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
＝
厳

原
中
（
木
下
咲
実
、
吉
永
七
海
、

小
島
杏
奈
、
米
田
史
香
）
58
秒
２

【
２
年
】
▼
1
0
0
メ
ー
ト
ル

＝
小
島
梓

（
久
田
）
14
秒
３
▼
8
0
0
メ
ー
ト
ル

＝

①
小
田
舞
美
（
大
船
越
）
２
分
24

秒
９
（
大
会
新
記
録
）
②
川
上
菜

月
（

知
）
２
分
27
秒
５
（
大
会

新
記
録
）
▼
4
0
0
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
＝

比
田
勝
中
（
竹
末
千
夏
、
斉
藤
瑞

希
、
原
亜
衣
、
坂
本
有
里
紗
）
57

秒
３
【
３
年
】
▼
1
0
0
メ
ー
ト
ル

＝
永

留
沙
矢
香
（
豊
玉
）
14
秒
５
▼
８

０
０
メ
ー
ト
ル

＝
荒
木
裕
佳
（
佐
須
奈
）

２
分
27
秒
０
【
共
通
】
▼
２
０
０

メ
ー
ト
ル

＝
永
留
聖
香
（
東
部
）
28
秒
４

▼
1
5
0
0
メ
ー
ト
ル

＝
川
上
菜
月
（

知
）
５
分
４
秒
２
▼
1
0
0
メ
ー
ト
ル

ハ

ー
ド
ル
＝
姉
川
千
歌
（
南
陽
）
16

秒
８
▼
4
0
0
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
＝
東
部

中
（
淺
草
ひ
と
み
、
永
留
聖
香
、

大
江
友
紀
恵
、
糸
瀬
美
咲
）
55
秒

８
▼
走
高
跳
＝
青
柳
香
菜
美
（
東

部
）
１
メ
ー
ト
ル

25
▼
走
幅
跳
＝
沖
中
美

紀
（
豊
玉
）
４
メ
ー
ト
ル

58
▼
砲
丸
投
＝

辻
歩（
久
原
）
11
メ
ー
ト
ル

26
【
低
学
年
】

▼
80
メ
ー
ト
ル

ハ
ー
ド
ル
＝
永
留
聖
香

（
東
部
）
14
秒
１
▼
4
0
0
メ
ー
ト
ル

リ

レ
ー
＝

知
中
（
小
田
ち
ひ
ろ
、

小
宮
あ
か
ね
、
小
宮
彩
、
中
野
ち

ひ
ろ
）
58
秒
３
【
女
子
総
合
】
①

知
中
76
点
②
豊
玉
中
52
点
③
東

部
中
44
点

　　
５
月
27
日
、
鶏
鳴
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
美
津
島
町
小
学
校
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
五
月
晴
れ
の
申
し
分
の

な
い
天
候
で
、
子
供
た
ち
の
元
気

な
声
が
こ
だ
ま
す
る
中
、
大
会
に

向
け
て
一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
、
２
種
目
で
大

会
新
記
録
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
子
供
の
走
る
姿
を
追
い
か
け
て

い
る
う
ち
に
、
夢
中
に
な
り
大
声

を
出
し
て
応
援
し
て
い
る
お
父
さ

ん
や
、
自
分
が
競
技
を
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
思
わ
ず
飛
び
跳
ね
て

い
る
お
母
さ
ん
な
ど
、
我
が
子
の

成
長
を
喜
ん
で
い
る
姿
は
と
て
も

輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】（
一
位
の
み
掲
載
）

【
1
0
0
メ
ー
ト
ル

】
▽
４
年
男
子
＝
黒

岩
誠
亥
（
鶏
鳴
Ｂ
）
15
秒
７
▽
４

年
女
子
＝
犬
束
優
（
大
船
越
）
16

秒
２
▽
５
年
男
子
＝
犬
束
謙
志

（
北
部
）
14
秒
５（
大
会
新
記
録
）

▽
５
年
女
子
＝
小
田
迪
歩
（
大
船

越
）
16
秒
１
▽
６
年
男
子
＝
沖
本

敦
人
（
鶏
鳴
Ａ
）
14
秒
６
▽
６
年

女
子
＝
西
川
憂
美
（
大
船
越
）
15
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〜
峰
町
小
学
校
体
育
大
会
〜

秒
８
【
50
メ
ー
ト
ル

ハ
ー
ド
ル
】
▽
５
年

男
子
＝
犬
束
謙
志
（
北
部
）
９
秒

２
▽
５
年
女
子
＝
小
田
迪
歩

（
大
船
越
）
９
秒
４
▽
６
年
男
子

＝
田
中
達
也
（
鶏
鳴
Ａ
）
８
秒
８

▽
６
年
女
子
＝
根
〆
有
梨
（
鶏
鳴

Ａ
）
10
秒
０
【
1
0
0
0
メ
ー
ト
ル

】
▽

４
年
男
子
＝
犬
束
祐
徳（
大
船
越
）

３
分
47
秒
９
▽
５
年
男
子
＝
黒
岩

涼
（
鶏
鳴
Ａ
）
３
分
34
秒
５
▽
６

年
男
子
＝
沖
本
敦
人
（
鶏
鳴
Ａ
）

３
分
26
秒
０
【
8
0
0
メ
ー
ト
ル

】
▽
４

年
女
子
＝
長
瀬
早
紀
（
鶏
鳴
Ａ
）

３
分
14
秒
９
▽
５
年
女
子
＝
川
上

綾
香
（
鶏
鳴
Ｂ
）
３
分
３
秒
４
▽

６
年
女
子
＝
西
本
彩
香（
鶏
鳴
Ｂ
）

２
分
49
秒
６【
男
女
混
合
リ
レ
ー
】

▽
４
年
生
＝
大
船
越
１
分
35
秒
４

▽
５
年
生
＝
大
船
越
１
分
27
秒
７

（
大
会
新
記
録
）
▽
６
年
生
＝
鶏

鳴
Ａ
１
分
25
秒
０
【
走
高
跳
】
▽

男
子
＝
江
嶋
雄
大
（
鶏
鳴
Ａ
）
１

メ
ー
ト
ル

20
▽
女
子
＝
平
山
梨
香
（
鶏
鳴

Ｂ
）
１
メ
ー
ト
ル

15
【
走
幅
跳
】
▽
４
年

男
子
＝
黒
岩
誠
亥
（
鶏
鳴
Ｂ
）
３

メ
ー
ト
ル

78
▽
４
年
女
子
＝
瀬
川
茜
（
大

船
越
）
２
メ
ー
ト
ル

91
▽
５
年
男
子
＝
犬

束
謙
志
（
北
部
）
３
メ
ー
ト
ル

74
▽
５
年

女
子
＝
川
上
綾
香
（
鶏
鳴
Ｂ
）
３

メ
ー
ト
ル

37
▽
６
年
男
子
＝
中
村
智
晴

（
鶏
鳴
Ａ
）
３
メ
ー
ト
ル

88
▽
６
年
女
子

＝
西
川
憂
美
（
大
船
越
）
３
メ
ー
ト
ル

40

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】
▽
４
年

男
子
＝
小
島
正
直
（
鶏
鳴
Ａ
）
41

メ
ー
ト
ル

７
▽
４
年
女
子
＝
有
江
伽
純

（
鶏
鳴
Ａ
）
23
メ
ー
ト
ル

52
▽
５
年
男
子

＝
日
下
部
直
也
（
今
里
）
40
メ
ー
ト
ル

80

▽
５
年
女
子
＝
瀬
川
葵（
大
船
越
）

30
メ
ー
ト
ル

92
▽
６
年
男
子
＝
田
中
達
也

（
鶏
鳴
Ａ
）
49
メ
ー
ト
ル

92
▽
６
年
女
子

＝
根
〆
有
梨
（
鶏
鳴
Ａ
）
37
メ
ー
ト
ル

80

【
縄
跳
び
】
▽
４
年
男
子
＝
西
田

晃
得
（
北
部
）
92
回
▽
４
年
女
子

＝
瀬
川
茜
（
大
船
越
）
61
回
▽
５

年
男
子
＝
川
上
誠
（
大
船
越
）
79

回
▽
５
年
女
子
＝
勝
見
美
里
（
鶏

鳴
Ａ
）
61
回
▽
６
年
男
子
＝
黒
田

正
雄
（
鶏
鳴
Ｂ
）
75
回
▽
６
年
女

子
＝
八
坂
端
翔（
鶏
鳴
Ａ
）１
２
３
回

　
梅
雨
入
り
前
、
晴
天
に
恵
ま
れ

た
６
月
７
日
に
、
峰
町
小
学
校
体

育
大
会
が
町
内
の
小
学
校
か
ら
全

児
童
約
１
３
０
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
に
峰
町
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
、
短
距
離
走
や
持
久
走

と
い
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
競
技
と
、
走

り
幅
跳
び
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

と
い
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
を
行

い
、
午
後
か
ら
は
、
場
所
を
シ
ャ

イ
ン
ド
ー
ム
に
移
し
、
児
童
た
ち

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
し
た
。

　
強
い
日
差
し
の
中
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
自
分
の
記

録
を
更
新
し
よ
う
と
小
さ
な
体
で

精
一
杯
競
技
す
る
子
供
た
ち
に
、

観
客
席
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】
《
一
位
及
び
新
記

録
掲
載
》

【
50
メ
ー
ト
ル

】
▼
１
年
男
子
＝
武
田
瑠

賀
（
東
小
）
10
秒
０
▼
１
年
女
子

＝
八
坂
美
紅
（
東
小
）
10
秒
２
▼

２
年
男
子
＝
永
留
輝
人
（
西
小
）

８
秒
９
▼
２
年
女
子
＝
扇
み
な
み

（
西
小
）
９
秒
１
【
80
メ
ー
ト
ル

】
▼
３

年
男
子
＝
永
留
拓
弥
（
東
小
）
14

秒
８
▼
３
年
女
子
＝
古
藤
友
里

（
東
小
）
14
秒
３
▼
４
年
女
子
＝

築
城
絵
美
里
（
東
小
）
13
秒
９

【
１
０
０
メ
ー
ト
ル

】
▼
５
年
男
子
＝
永

留
友
佑
（
東
小
）
16
秒
０
▼
５
年

女
子
＝
橋
本
優
樹
（
西
小
）
17
秒

５
▼
６
年
男
子
＝
山
川
竜
成
（
東

小
）
14
秒
０
（
大
会
新
記
録
）
▼

６
年
女
子
＝
串
h
有
華
（
東
小
）

15
秒
７
【
8
0
0
メ
ー
ト
ル

】
▼
３
年
男

子
＝
松
村
淳
也
（
西
小
）
３
分
15

秒
７
▼
３
年
女
子
＝
武
田
瑞
希

（
西
小
）
３
分
23
秒
１
▼
４
年
男

子
＝
松
村
脩
平
（
西
小
）
２
分
54

秒
３
（
大
会
新
記
録
）
▼
４
年
女

子
＝
御
手
洗
汐
（
西
小
）
３
分
21

秒
５
▼
５
年
女
子
＝
松
尾
百
合
子

（
西
小
）
３
分
21
秒
３
▼
６
年
女

子
＝
島
居
恵
実
（
西
小
）
３
分
０

秒
２
【
1
0
0
0
メ
ー
ト
ル

】
▼
５
年
男

子
＝
國
分
祐
典
（
西
小
）
４
分
６

秒
４
▼
６
年
男
子
＝
多
田
光
博

（
西
小
）
３
分
35
秒
８【
的
あ
て
】

▼
１
年
男
女
＝
武
田
隆
成（
西
小
）、

八
坂
佑
真
（
東
小
）
15
点
▼
２
年

男
女
＝
永
留
輝
人
（
西
小
）
、
岩

佐
湧
斗
（
同
）
、
大
石
美
咲（
同
）

15
点
【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】
▼

３
年
男
子
＝
松
村
淳
也
（
西
小
）

33
メ
ー
ト
ル

43
▼
３
年
女
子
＝
武
田
瑞
希

（
西
小
）
24
メ
ー
ト
ル

21（
大
会
新
記
録
）

▼
４
年
男
子
＝
松
村
脩
平（
西
小
）

37
メ
ー
ト
ル

32
▼
４
年
女
子
＝
山
崎
佳
奈

（
西
小
）
26
メ
ー
ト
ル

43（
大
会
新
記
録
）

▼
５
年
男
子
＝
江
上
龍
盛（
東
小
）

36
メ
ー
ト
ル

73
▼
５
年
女
子
＝
早
田
柚
香

（
西
小
）
５
メ
ー
ト
ル

41
▼
６
年
男
子
＝

松
村
寛
紀
（
西
小
）
57
メ
ー
ト
ル

88
（
大

会
新
記
録
）
▼
６
年
女
子
＝
①
島

居
恵
実
（
西
小
）
43
メ
ー
ト
ル

72
（
大
会

新
記
録
）
②
永
留
舞
（
西
小
）
42

メ
ー
ト
ル

60
（
大
会
新
記
録
）【
走
幅
跳
】

▼
４
年
女
子
＝
小
川
香
織
（
西

小
）
３
メ
ー
ト
ル

６
▼
５
年
男
子
＝
村
瀬

伸
孝
（
西
小
）
３
メ
ー
ト
ル

60
▼
５
年
女

子
＝
松
尾
百
合
子
（
西
小
）
３
メ
ー
ト
ル

36
▼
６
年
男
子
＝
扇
惇
平
（
西

小
）
３
メ
ー
ト
ル

91
▼
６
年
女
子
＝
串
h

有
華
（
西
小
）
３
メ
ー
ト
ル

40
【
縄
跳
び

（
交
差
）
】
▼
３
年
男
女
＝
古
藤

友
里
（
東
小
）
90
回
【
縄
跳
び

（
二
重
）
】
▼
４
年
男
女
＝
成
瀬

海
那
（
東
小
）
53
回
▼
５
年
男
女

＝
永
留
友
佑
（
東
小
）
69
回
▼
６

年
男
女
＝
西
村
葵
（
西
小
）
36
回
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５
月
29
日
、
比
田
勝
小
学
校
で

春
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
時
折
、
強
風
で
砂
が
舞

い
上
が
る
天
候
で
し
た
が
、
児
童

も
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
ハ
ッ
ス
ル

プ
レ
ー
で
競
技
し
て
運
動
会
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
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６
月
８
日
、
上
対
馬
町
総
合
運

動
公
園
で
、
第
２
回
市
老
連
上
対

馬
支
部
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
、
市
内
か
ら
12
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
　
五
根
緒
チ
ー
ム

準
優
勝
　
　
大
河
内
Ｂ
チ
ー
ム

三
位(

Ａ)

　
銀
杏
Ｂ
チ
ー
ム

三
位(

Ｂ)

　
な
る
た
き
Ａ
チ
ー
ム

　
６
月
12
日
、
魚
釣
り
を
通
し
て

親
睦
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
峰

地
区
公
民
館
主
催
の
「
第
14
回
峰

町
ふ
れ
あ
い
釣
り
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
市
内
か
ら
小
学
生
以
上
の

親
子
な
ど
の
ペ
ア
23
組
、
46
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
三
根
大
橋
か
ら
狩
尾

（
西
部
漁
協
前
）
ま
で
の
海
岸
を

会
場
に
し
て
行
わ
れ
、
参
加
者
は

周
り
の
自
然
と
海
釣
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

【
大
物
の
部
】

　
①
武
田
隆
成
・
浩
二
ペ
ア

　
（
イ
ト
ヨ
リ
ダ
イ
42
㎝
）

　
②
村
瀬
伸
孝
・
智
哉
ペ
ア

　
（
ナ
メ
リ
31
㎝
）

【
大
漁
の
部
】

　
①
若
松
英
一
・
慎
一
郎
ペ
ア

　
（
1
、
6
3
0
グ
ラ
ム

）

　
②
松
村
渉
巨
・
小
川
秀
光
ペ
ア

　
（
1
、
2
0
0
グ
ラ
ム

）

　
５
月
29
日
、
あ
そ
う
ベ
イ
パ
ー

ク
で
、
対
馬
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
（
植
村
忠
光
会
長
）
主

催
の
第
２
回
市
民
い
き
い
き
健
康

づ
く
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
春

季
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
か
ら

30
チ
ー
ム
1
3
8
名
が
参
加
し
て

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
風
は
あ
っ
た
も
の
の
好
天
に
恵

ま
れ
、
芝
も
き
れ
い
に
刈
ら
れ
た

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、

８
ホ
ー
ル
ず
つ
の
３
コ
ー
ス
、
24

ホ
ー
ル
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
同
協
会
で
は
、
次
回
９
月
開
催

予
定
の
大
会
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
１
チ
ー
ム
４
〜
５
人
、

参
加
料
6
0
0
円
で
20
歳
以
上
の

市
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

対
馬
市
Ｇ
Ｇ
協
会
事
務
局
（
井
友

弘
）
℡
0
9
2
0
‐
5
2
‐
５
５

７
１

【
大
会
成
績
】

《
団
体
の
部
》

①
さ
わ
や
か
Ｃ
（
上
対
馬
）
２
３

７
打
②
パ
ワ
ー
ズ
Ａ
（
厳
原
）
２

４
２
打
③
さ
わ
や
か
Ｂ（
上
対
馬
）

2
4
3
打
④
パ
ワ
ー
ズ
Ｂ（
厳
原
）

2
5
2
打
⑤
櫛
ク
ラ
ブ
Ｂ
（
峰
）

2
5
3
打
⑥
さ
わ
や
か
Ａ
（
上
対

馬
）
２
５
４
打

《
個
人
の
部
》

〔
男
子
〕
①
蕃
建
明
男
（
パ
ワ
ー

ズ
・
厳
原
）
55
打
②
吉
冨
宏
（
さ

わ
や
か
・
上
対
馬
）
55
打
③
加
瀬

重
信
（
パ
ワ
ー
ズ
・
厳
原
）
56
打

④
永
留
禧
一
（
ベ
ア
ー
ズ
・
美
津

島
）
56
打
⑤
井
友
弘
（
パ
ワ
ー
ズ

・
厳
原
）
58
打
⑥
山
口
博
人
（
フ

レ
ン
ド
・
美
津
島
）
59
打

〔
女
子
〕
①
須
川
久
美
子
（
櫛
ク

・
峰
）
54
打
②
吉
冨
恵
美
子
（
さ

わ
や
か
・
上
対
馬
）
55
打
③
原
登

志
子
（
同
）
57
打
④
横
田
鶴
代

（
同
）
59
打
⑤
庄
司
依
子
（
同
）

60
打
⑥
糸
瀬
千
代
子
（
同
）
61
打

市長も参加、結果は…!?

30
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ー
ム
が
参
加�

〜
グ
ラ
ウ
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フ
大
会
〜�
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運
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田
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小
）�

�

〜
峰
町
ふ
れ
あ
い
釣
り
大
会
〜�

� ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会�
�

い
ろ
ん
な
魚
が�

　
　
　
釣
れ
ま
し
た�



　
６
月
５
日
、
上
県
町
佐
護
椋
梨

（
野
鳥
の
森
）
で
、
対
馬
市
農
業

委
員
会
と
対
馬
市
認
定
農
業
者
協

議
会
が
主
催
す
る
「
田
植
え
体

験
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
田
植
え
体
験
や

稲
刈
り
体
験
を
と
お
し
て
「
作
る

楽
し
さ
や
収
穫
の
喜
び
を
体
験
す

る
」
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た

事
業
で
、
市
内
か
ら
70
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
元

気
よ
く
田
ん
ぼ
に
飛
び
出
し
て
い

っ
た
子
供
た
ち
は
、
泥
ん
こ
に
な

っ
て
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
田
植
え

を
し
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
田
ん

ぼ
に
尻
も
ち
を
つ
い
て
泣
き
べ
そ

を
か
く
子
や
、
泥
の
中
を
泳
ぎ
出

す
子
も
い
て
大
騒
ぎ
で
し
た
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
丁
寧
な
指
導
で
、
農

業
や
自
然
と
ふ
れ
あ
う
楽
し
さ
を

学
び
、
親
子
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　
今
回
植
え
た
稲
は
、
11
月
に
稲

刈
り
体
験
で
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
是
非

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
！

　
６
月
６
日
、
青
山
学
院
洋
上
小
学
校
の
船
が
対
馬
（
久
田
岸
壁
）
に
寄
港
し
て
、
初

等
部
６
年
生
1
1
8
名
が
、
魚
釣
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
登
山
、
市
内
観
光
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
対
馬
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
引
率
の
初
等
部
部
長
上
戸
秀
夫
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
洋
上
小
学
校
は
、
毎
年
６
月

に
客
船
を
借
上
げ
、
８
泊
９
日
の
日
程
で
日
本
各
地
の
離
島
な
ど
を
回
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
に
、
日
ご
ろ
学
校
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
行
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
、
船
内
で
は
、
船
員
が
先
生
に
な
っ
て
、
手
旗
信
号
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
指
導

も
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
今
回
は
屋
久
島
に
寄
っ
た
あ
と
対
馬
を
訪
れ
た
も
の
で
、
25
㎞
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

楽
し
ん
だ
子
ど
も
に
、
対
馬
の
印
象
を
聞
く
と
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
最
初
き
つ
か
っ
た

け
ど
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
空
気
が
お
い
し
く
、
海
も
き
れ
い
だ
っ
た
の
で
気
持
ち
よ

か
っ
た
で
す
。
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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５
月
29
日
、
豊
玉
町
連
合
婦
人

会
（
吉
村
ひ
と
み
会
長
・
会
員

1
0
1
名
）
が
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
わ
た
づ
み
」
周
辺
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
に
住
む
女
性
と

し
て
、
も
っ
と
環
境
美
化
に
対
す

る
意
識
を
持
ち
、
活
動
を
と
お
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
養
お
う

と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
50
名
の
会
員
が
参
加
し
、

施
設
の
中
庭
や
植
え
込
み
の
雑
草

を
根
気
強
く
丁
寧
に
取
り
除
き
ま

し
た
。
最
後
に
は
施
設
の
方
よ
り

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
「
ち

ょ
ボ
ラ
」
（
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
の
気
持
ち
良
さ
を
実
感
し
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
終
了
後
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
会
員
の
親
睦
も
深
め
ま
し
た
。

　
６
月
４
日
、
対
馬
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
松
原
一
征
会
長
）
が
、

美
津
島
町
今
里
の
大
面
海
岸
で
、

日
韓
合
同
の
漂
着
ゴ
ミ
清
掃
奉
仕

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
国
際
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
創
立
１
０
０
周
年
事
業

の
一
環
と
し
て
、
姉
妹
ク
ラ
ブ
で

あ
る
韓
国
巨
済
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
と
合
同
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、

両
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
を
は

じ
め
、
郵
便
局
、
保
健
所
、
今
里

区
民
、
九
電
協
力
会
、
対
州
海
運

な
ど
か
ら
、
総
勢
１
３
０
人
が
参

加
し
て
漂
着
ゴ
ミ
の
回
収
を
行
い

ま
し
た
。

　
約
２
時
間
の
清
掃
活
動
で
、
２

トン
ト
ラ
ッ
ク
40
台
分
の
ゴ
ミ
が
回

収
さ
れ
、
ゴ
ミ
だ
ら
け
だ
っ
た
大

面
海
岸
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　
６
月
７
日
、
比
田
勝
小
学
校
で

比
田
勝
海
上
保
安
署
に
よ
る
海
洋

環
境
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
Ph（
ピ
ー
エ
ッ
チ
）

試
験
紙
と
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
を
使
用

し
た
水
質
実
験
と
漂
着
ゴ
ミ
の
ト

ラ
ン
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
旅
行
用

ト
ラ
ン
ク
内
に
漂
着
ゴ
ミ
を
貼
り

付
け
た
ミ
ニ
博
物
館
）
の
作
製
を

行
い
ま
し
た
。

　
水
質
実
験
で
は
、
試
験
水
に
よ

っ
て
様
々
の
色
に
変
化
す
る
様
子

を
見
て
、
児
童
か
ら
は
驚
き
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ト
ラ
ン
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
作
製

で
は
、
漂
着
ゴ
ミ
を
ガ
ラ
ス
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
に
分
け
て
漂

着
ゴ
ミ
の
博
物
館
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
漂
着
ゴ

ミ
を
改
め
て
見
て
、
身
近
な
海
洋

汚
染
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
８
日
に
は
比
田
勝

幼
稚
園
で
も
環
境
教
室
が
行
わ
れ
、

環
境
紙
芝
居
「
う
み
が
め
マ
リ
ン

の
大
冒
険
」
や
海
上
保
安
庁
マ
ス

コ
ッ
ト
「
う
み
ま
る
く
ん
」
と
の

握
手
や
記
念
写
真
が
行
わ
れ
、
う

み
ま
る
く
ん
と
園
児
た
ち
は
海
を

き
れ
い
に
す
る
約
束
を
し
て
教
室

は
終
了
し
ま
し
た
。

　
６
月
８
日
、
豆
酘
の
里
を
考
え

る
会
（
本
石
一
宰
会
長
）
の
メ
ン

バ
ー
と
安
神
の
海
上
自
衛
隊
下
対

馬
警
備
所
の
隊
員
が
、
豆
酘
尾
崎

山
公
園
か
ら
豆
酘
崎
ま
で
の
清
掃

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
豆
酘
崎
は
、
対
馬
の
観
光
名
所

の
ひ
と
つ
で
、
毎
年
、
会
の
メ
ン

バ
ー
と
海
自
隊
員
が
、
夏
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
蒸
し
暑
い
一
日
で
、参
加

し
た
皆
さ
ん
は
、
汗
だ
く
に
な
り

な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
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６
月
15
日
、
対
馬
市
商
工
青
年

部
に
よ
る
「
若
い
経
営
者
の
主
張

大
会
」
が
、
対
馬
市
商
工
会
豊
玉

支
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
張
大
会
で
は
各
支
部
の
代
表

６
名
が
青
年
部
活
動
、
地
域
振
興

・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
貴
重

な
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
発
表
時
間
は
10
分
、
内
容
、
構

成
、
表
現
力
、
態
度
が
審
査
基
準

で
、
峰
支
部
の
中
村
敏
憲
さ
ん
が

最
優
秀
に
輝
き
ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
は
、
長
崎
東
高
を
卒

業
、
２
年
間
長
崎
市
内
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
修
業
し
、
３
年
前

か
ら
佐
賀
の
実
家
の
ス
タ
ン
ド
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
発
表
の
内
容
は
、
青
年
部
活
動

を
通
じ
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
、
交
流
が
い
か
に
大
切
か
。
そ

れ
を
生
み
出
す
こ
と
が
青
年
部
の

役
割
と
感
じ
、
地
域
社
会
の
活
性

化
を
自
分
達
の
問
題
と
し
て
真
剣

に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
対
馬
を
ス
ロ
ー

ラ
イ
フ
の
受
け
入
れ
場
所
と
し
て
、

全
国
や
韓
国
、
諸
外
国
に
も
ア
ピ

ー
ル
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
ま

し
た
。

　
６
月
10
日
、
「
時
の
記
念
日
」

に
、
対
馬
時
計
商
組
合
（
鍵
本
俊

雄
組
合
長
）
か
ら
、
対
馬
市
に
時

計
が
贈
ら
れ
、
竹
敷
へ
き
地
保
育

所
で
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
毎
年
、
時
の
記
念
日

に
市
内
の
保
育
所
な
ど
に
時
計
を

贈
り
、
４
回
目
と
な
っ
た
今
年
で

市
内
の
全
保
育
所
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
園
児
を
代
表
し
て
、
福
田
渉
く

ん
と
堀
渚
沙
ち
ゃ
ん
が
、「
時
計
を

見
て
時
間
を
守
り
ま
す
」
と
お
礼

の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
６
月
19
、
20
日
に
、元
Ⅹ-

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
の
ボ
ー
カ
ル
、T
o
s
h
i

さ
ん
が
、
対
馬
市
の
老
人
福
祉
施

設
を
慰
問
し
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
T
o
s
h
i
さ
ん
が
、

２
０
０
１
年
か
ら
、
各
地
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
の
合
間
に
、
地
域
の
福

祉
施
設
を
訪
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
、
福
岡
で
コ
ン
サ
ー
ト
で
来

た
こ
と
を
利
用
し
て
、
対
馬
に
初

め
て
訪
れ
た
も
の
で
す
。

　
の
び
や
か
な
歌
声
で
歌
う

T
o
s
h
i
さ
ん
に
、
「
あ
ん
た

歌
が
う
ま
い
ね
え
。
い
い
歌
や
っ

た
よ
」
と
、Ⅹ-

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
こ

と
を
知
ら
な
い
施
設
利
用
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
、
感
激
し
て
握
手
を

求
め
て
い
ま
し
た
。

　
９
月
９
日
か
ら
11
月
20
日
ま
で

福
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
第
22
回
全

国
都
市
緑
化
ふ
く
お
か
フ
ェ
ア

（
愛
称
・
ア
イ
ラ
ン
ド
花
ど
ん
た

く
）
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
が
、
６

月
８
日
、
フ
ェ
ア
の
周
知
と
来
場

者
促
進
の
た
め
対
馬
市
役
所
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
ア
イ
ラ
ン
ド
花
ど
ん
た
く
は
、

福
岡
市
東
区
の
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ

ィ
で
開
催
さ
れ
、
世
界
初
の
「
青

い
バ
ラ
」
の
展
示
や
ア
ー
ル
ヌ
ー

ボ
ー
の
巨
匠
「
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
」

の
没
後
１
０
０
年
展
な
ど
多
彩
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
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上県支部は、昨年より、育児サークルへ参加し、おやつの提供などをして啓発活動を行っています。�

写真はその時の様子です。この日は、対馬の郷土料理である「ろくべえ」を使ったぜんざいを作りました。�

「ろくべえ」は食べたことも見たこともないお母さん達が多かったので、簡単に「せん」の説明をし、

対馬にはとてもすばらしい食材があることを紹介しました。「ろくべえ」を見て、子ども達がどうい

う反応をするのか楽しみでしたが、臆せずおいしく食べてくれる子、ちょっとだけ手をつけて食べな

い子などいろいろで、おもしろかったです。いろいろな食体験をし、なんでも食べる丈夫な子に育っ

て欲しいと思います。�

tsushima city community magazine

広報つしま  2005. 7

〔問い合せ先〕 �
上県支所 健康福祉課�
TEL0920-84-2311

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

ろくべえぜんざい�

推進員は子育ての経験もありますので、お母さん方のよき

相談相手として、参加できれば幸いと思っています。何か

お困りのお母さん、地域にいるヘルスメイトに気軽に声か

けをしてくださいね？！�

あずき ……………�
さとう ……………�
塩 …………………�
せん ………………�
水 …………………�
�

①.さっと洗った小豆１００ｇとたっぷりの水を鍋に入  
れ火にかける。沸騰したらアクをとるために一度お
湯を捨てる。この作業を２～３回ほど繰り返す。�

②.せんに水を入れて、耳たぶくらいの固さにする。沸騰
した湯に、ろくべえ用のおろしがね（ろくべえせぎ）で、
せんをおろし、ゆでる。（ご家庭にろくべえせぎがない
場合は、白玉だんごのような形にして食べてもおいし
いですよ。）�

③.①の小豆をたっぷりの水に入れ火にかけ、今度は弱
火で約１時間程度煮る。小豆が手で簡単につぶれる
程度にやわらかくなったら、火からおろし、煮汁を
小豆が浸かる程度までに減らす。（煮汁はあとで足
すことがあるのでとっておく。）�

④.砂糖８０ｇと塩少々を加え、さらに２０～３０分程
度煮ればできあがり。このとき煮汁が少なくなるよ
うなら、とっておいた煮汁を足しながら煮つめる。�

⑤.②を④に入れて、器に盛る。�

100g�
   80g�
  少量�
  40g�
  適量�

●作り方�

材料（大人2人分）�

●材料　　　2人分�

【日時】平成17年7月23日（土）�
　　　　午前10時から午後3時まで�
【会場】・美津島町文化会館�
　　　　・豊玉町文化会館�
　　　　・上対馬総合センターの３会場�
【担当】人権擁護委員�

子どもの人権及び女性の悩み事相談所開設�
対馬人権擁護委員協議会　長崎地方法務局対馬支局�
�

人権擁護委員協議会と法務局では、
「いじめ」などの子どもの人権問題及
び女性の悩み事の相談を受けるため相
談所を開設します。�
　相談は無料で、秘
密は厳守されますの
で、お気軽にご相談
ください。�



13 広報つしま  2005. 7

tsushima city community magazine

金　京一、辛　恩京�対馬釜山事務所�
きむ　　　　 きょんいる　　　　しん　　　　 うんぎょん　　

ぷぎょん とんあ

「学生時代」と言ったら、皆様は何を思い出すのでしょうか？
「教室、黒板、チョーク、試験、お弁当、学食、飲み会、友達、漫画の本などなど・・・」
　懐かしい色んな物や場所が、走馬灯のように浮かんできます。誰にでも懐かしくなるこの
時代を釜山で過ごしている対馬の若者たちがいること、皆様ご存知でしたか？
　現在、釜山には対馬出身の大学生が８人もいるのです。
　去る６月10日、「対馬出身留学生会」がありました。語学(韓国語)や専門の勉強でそれぞ
れ頑張っている８人の留学生全員の集まりです。事前に携帯メールに「皆、来週金曜日、集
まって食事でもどう？」と韓国語で送ったら、「ネ、ゾアヨ！（はい、いいです。）」という返事
のメールがたちまち届いてびっくりしました。ほんと、はやい！
　留学生たちには、釜山事務所や釜山で対馬市の行事があるたびにボランティアとして手伝
ってもらっていました。前から皆が集まる機会を設けようとしていましたが、中々時間が合わ
なかったのです。今回も試験期間なのに頑張って集まってくれました。
　当日の約束場所は釜山の繁華街の本屋の前。場所を間違った新入生たちもいましたが、ほ
とんど時間通りに皆が集まりました。「何食べに行こうかな？」と聞いたら「ゴギ　モグロ
　ガヨ！」（肉、食べに行きましょう！）やはりいつの時代も、学生さんは、お金はなくて
もお腹はすくものなのですね。私たちは安くて美味しい豚肉ガルビの店に行きました。
　８人の中で７名は同じ釜慶大学に在学していますが、今年の新入生のうちの１人が東亜大
学という違う学校なので、会では改めて自己紹介から始めることになりました。４年生の桐
谷康樹、３年生の上野未来、馬野アユミ、２年生が白石祥子、新入生が高橋あい、永留美里、
赤木亜美、草葉俊彦（専攻替えのため新入生扱い）、そして釜山事務所のわれわれ二人。そ
して今回の集まりがあるということで、対馬高校の校長先生から励ましのお手紙があり皆と
読みました。
　後は学校生活の適応や寮での生活、韓国語の勉強、試験などの話をしながら盛り上がりま
した。在学生の中で目立ったことは、韓国語の発音がすごく滑らかになったこと、そして釜

山訛りが上手になっていること、
新入生は釜山でたったの３ヶ月し
か経っていないのに、全くそうと
は思えない「学校生活での落着き」
や「韓国語」にはびっくりさせら
れましたよ。
　若者は変化を受け入れることも
早くて、上達も早いですね。
　この若者のお陰で、対馬と釜山
だけではなく日本と韓国の架け橋
が段々と大きく太くなっていくこ
とが、皆様にも見えてくるでしょ
う？頼もしいですね！右から永留、桐谷、辛、高橋、馬野、白石、赤木、草葉、上野�
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日
韓
交
流
の
歴
史
②

シ

リ

ー

ズ

�

高麗期から李朝初期の貿易陶磁が出土した辺り�
（美津島町和多浦西北部）�

こ
れ

し
ん

り

げ

い

く
だ
り

つ
か
わ

い
ん
め
い

し
た
が

つ
か
い

れ
い
か
ん

さ
だ
し
げ

か
え

よ
し
し
げ

か

た
ま
づ
け

お
や
ま

あ
さ
じ
が
う
ら

ま
ん
こ

つ
ち
よ
り

「朝鮮国通信使絵巻」実物展示のお知らせ�
�

   【問合せ先】 対馬歴史民俗資料館　TEL52-3687

1.日時　平成17年8月2日（火）～8月28日（日）�

   午前9時から午後5時まで（ただし月曜日は休館です。）�

2.会場　長崎県立対馬歴史民俗資料館　※入館料無料�

�

だ
け

二
�李
芸
と
対
馬�
和
田
浦
�

　
李
芸
の
功
績
を
詳
し
く
記
載

し
た
正
確
な
史
料
と
し
て
『
朝

鮮
王
朝
実
録
』
の
世
宗
王
二
七

年
、
和
暦
文
安
二
年
に
、
「
同

知
中
枢
院
事
李
芸
卒
」
と
し
て
、

そ
の
死
去
に
続
い
て
生
前
の
功

績
を
載
せ
た
条
が
あ
る
。

　
李
芸
が
始
め
て
日
本
に
遣
さ

れ
た
の
は
一
四
〇
〇
年
（
応
永

七
年
）
、
回
礼
使
尹
銘
に
随
っ

て
壱
岐
ま
で
使
し
た
時
で
、
往

路
対
馬
に
寄
っ
た
時
は
、
島
主

霊
鑑
（
貞
茂
の
父
）
に
会
っ
た

が
、
翌
年
復
り
に
対
馬
に
至
っ

た
時
は
、
島
中
乱
れ
て
霊
鑑
は

居
ら
ず
、
乗
船
を
盗
ま
れ
て
大

変
な
事
態
に
遭
遇
し
た
。

　
こ
れ
が
郷
土
史
で
い
う
「
賀

茂
の
乱
」
で
、
宗
氏
本
家
の
霊

鑑
・
貞
茂
と
対
立
し
た
仁
位
宗

家
の
賀
茂
が
、
貞
茂
の
留
守
に

ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
霊
鑑
を

島
よ
り
追
い
出
し
て
、
政
権
を

奪
っ
た
事
変
を
い
う
。

　
こ
の
と
き
朝
鮮
使
一
行
は

「
和
田
浦
」
に
抑
留
さ
れ
る
こ

と
一
月
、
密
か
に
船
を
準
備
し

て
、
逃
れ
て
還
る
計
画
を
練
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
朝
鮮
国
よ
り

通
信
使
朴
仁
貴
が
遣
さ
れ
、
賊

主
と
和
解
し
て
翌
年
二
月
無
事

に
帰
国
し
た
と
あ
る
。

　
こ
の
和
田
浦
と
は
ど
こ
か
、

朝
鮮
使
を
抑
留
し
た
者
は
誰
な

の
か
、
に
つ
い
て
話
を
進
め
る
。

　
現
在
、
対
馬
に
和
田
浦
と
い

う
集
落
は
な
い
。
だ
が
「
和
多

浦
」
と
い
う
地
名
は
あ
る
。
浅

茅
湾
の
島
山
と
玉
調
の
間
の
大

き
な
入
江
で
、
大
山
嶽
の
南
側

の
内
海
を
指
す
。
そ
れ
は
「
万

葉
集
」
に
、対
馬
の
「
浅
茅
浦
」

と
詠
ま
れ
た
所
で
あ
る
。

　
私
が
こ
の
和
多
浦
を
調
査
し

た
の
は
昭
和
四
二
年
「
浅
茅
湾

沿
岸
遺
跡
調
査
」
の
予
備
調
査

を
し
た
時
で
、
こ
の
無
人
の
入

江
に
多
く
の
古
代
墳
墓
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
農
耕
地
の

な
い
浦
に
豪
勢
な
石
棺
墓
が
あ

る
こ
と
に
驚
い
た
が
、
こ
れ
と

別
に
、
中
世
の
豪
華
な
生
活
を

し
た
者
が
居
た
跡
が
あ
っ
て
、

李
朝
初
期
の
貿
易
陶
磁
が
採
集

さ
れ
た
。

　
そ
の
後
「
和
田
浦
万
戸
」
と

呼
ば
れ
た
海
商
兼
倭
寇
の
首
領

が
居
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、

こ
れ
に
違
い
な
い
と
確
信
し
た
。

万
戸
と
は
朝
鮮
語
で
、
地
方
役

人
の
官
名
だ
が
、
そ
の
万
戸
が

居
た
浦
は
、
土
寄
（
尾
崎
）
と

和
田
浦
だ
け
で
、
万
戸
は
賊
首

で
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
尹
銘
ら
を

抑
留
し
た
の
は
和
田

浦
万
戸
で
は
な
い
か
、

そ
の
目
的
は
、
朝
鮮

に
何
か
重
要
な
事

（
貿
易
特
権
）
を
要

求
す
る
の
に
、
そ
の

交
渉
の
人
質
と
し
て

抑
留
し
た
の
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
朝

鮮
国
が
通
信
使
ま
で

遣
し
て
、
こ
れ
と
和

解
し
た
と
い
う
の
は

尋
常
の
こ
と
で
は
な

い
。
『
実
録
』
に
は
、

「
尹
等
を
殺
そ
う
と

し
て
い
る
」
と
あ
る

が
、
そ
れ
は
相
手
側
と
交
渉
を

絡
め
た
脅
し
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
と
き
、
李
芸
の
態
度
が

肝
が
据
っ
て
い
て
誠
実
で
、
誰

と
付
き
合
う
の
に
も
礼
を
失
わ

ず
、
交
渉
に
も
信
頼
を
得
て
、

相
手
か
ら
も
「
之
が
眞
の
朝
鮮

官
人
な
り
、
殺
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
言
わ
れ
た
と
書
い
て
い

る
。
外
交
官
と
し
て
最
初
の
活

動
で
、
李
芸
は
そ
の
並
々
な
ら

ぬ
資
質
の
片
鱗
を
示
し
た
よ
う

だ
。

も
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　　　平成17年度から、公平性・透明性・競争性の向上を目的に、『制限付き一般競争入札』を導入します。�
　　制限付き一般競争入札とは…�
　　　入札案件ごとに、設定された工事実績・技術的適正などの入札参加資格要件を満たしている方が参加�
　　できる競争入札です。�
　 ■実施対象�
　　設計金額が 2 , 0 0 0万円以上の建設工事で実施します。
　■公告の方法�
　　入札公告は、各支所の掲示板と市のホームページに掲載します。�
　■申請の方法�
　　○申請書は、市のホームページからダウンロードできます。
　　○公告日の翌日から 1 0日以内に申請書を提出してください。（提出先：本庁財務課）
　　○申請書により、入札参加資格の確認を行います。
　■詳しくは、市ホームページ（入札・契約）に掲載しています。�
　　【問合せ先】対馬市総務部財務課　0920 - 5 3 - 6 1 1 1（内線422、423、424）�
�

財務課からのお知らせ（重要）�

国保のコーナー�

『制限付き一般競争入札』の実施について�

　上昇する医療費を抑制するための根本的な対策は、みなさん一人ひとりが日頃から疾病を�
予防し、健康的な日常生活を心がけていくことにあります。�
�

対馬市保健部  保険課  TEL 58-1118

生活習慣改善のためのポイント10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1 腹八分目を守る　2 野菜は十分にとる　�

3 食塩を減らす  4 動物性脂肪を控える  5 お酒、たばこは控えめに　6 適度な運動を　�

7 ストレスをためない　8 睡眠を十分に   9 肥満をさける　10 定期的に健康診断を�

�

医療諸費（一般）�

医療諸費（退職）�

合　　　　　計�

�

　　15年度　　�

24億1,373万8,303円�

3億6,141万2,430円�

27億7,515万 733円�

�

　　16年度　　�

25億9,936万6,765円�

3億8,019万4,080円�

29億7,956万 845円�

�

　 増  減  額　　�

1億8,562万8,462円�

1,878万1,650円�

2億 441万 112円�

�

 伸び率�

107.69%�

105.20%�

107.37%�

�

計27億7,515万733円� 計29億7,956万845円�

対馬市国民健康保険療養諸費支出状況�

退職被保険者�
療養給付費�

　3億2,612万6,157円�

一般被保険者�
療養費1,713万274円�

退職被保険者�
高額療養費�

　　3,329万7,933円�

一般被保険者�
高額療養費�

　　2億4,919万4,371円�

一般被保険者�
療養給付費�

21億4,741万3,658円　　�

平成15年度�

退職被保険者�
療養給付費�

　　3億4,692万4,694円　�

一般被保険者�
療養費1,655万9,112円�

退職被保険者�
高額療養費�

3,130万9,978円�

一般被保険者�
高額療養費�

　　2億6,732万4,178円�

一般被保険者療�
養給付費�

23億1,548万3,475円　�

平成16年度�

普段からの健康管理がポイント�

退職被保険者�
療養費198万8,340円� 退職被保険者�

療養費195万9,408円�
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年金コーナー�

韓国の学び方�
長崎国際大学　李昌訓氏�
対馬とも縁の深い「韓国」。�
現代の韓国とは？最新情報�
そして観光の裏側まで！！�

パソコンとの正しいつきあい方�
長崎国際大学　尾場　均氏�
今や一家に一台のパソコン。�
正しい利用法とは？ネットの�
表と裏の世界に迫ります。�

音楽の素晴らしさ�
ギター奏者　姫野　秀平氏�
音楽の楽しさ、楽器の素晴ら�
しさを一緒に考えてみたい！�
ミニコンサートで癒しの世界を。�

　国民年金に任意加入していなかったことで、障害基礎年金等の受給権を持っていない障害者の方に対して、
福祉的措置として「特別障害給付金制度」が創設され、４月１日から施行されました。�
１．支給の対象となる方�
　国民年金の任意加入対象とされていた方で�
①昭和61年３月以前に被用者年金制度等に加入（又は受給等）をされていた方の配偶者。�
②平成３年３月以前の学生であって、当時任意加入していなかった期間内に、障害の原因となった傷病の初
　診日があり、現在障害基礎年金の１級、２級相当の障害の状況にある方が対象となります。�
　なお、障害基礎年金や障害厚生年金、障害共済年金などを受給することが出来る方は対象となりません。�
２．ご注意いただきたいこと�
　請求書の受付は、平成17年４月１日から市役所の各支所・出張所で受付を開始しています。この給付金の
支給は、できる限り早めに請求書を提出してください。�
　このため、必要な書類等が全て揃わない場合であっても、請求書の受付を行っています。まずはなるべく
早く受付を行ってください。�
３．支給額（平成17年度）�
①障害基礎年金１級相当に該当する方＝月額５万円　 ②障害基礎年金２級相当に該当する方＝月額４万円�
※障害者手帳の等級とは異なります。�
《留意点》�
○ご本人の所得が一定の額以上であるときは、支給が全額又は半額に制限される場合があります。�
○老齢年金、遺族年金、労災補償等を受給されている場合には、その受給額分を差し引いた額を支給します。�
○経過的福祉手当を受給されている方が特別障害給付金の支給を受けた場合は、経過的福祉手当の支給は停
止となります。�

■問合せ先　長崎社会保険事務局長崎北事務所�
　　　　　　TEL ０９５‐８６１‐１２１１�
　　　　　　または、対馬市各支所住民生活課　年金担当まで�

特別障害給付金制度が始まりました�
�

社会保険事務局の出張相談のお知らせ�
◎平成17年８月４日（木）９時～15時�
上対馬総合センター�

19：30～�

19：30～�

19：30～�

上対馬総合センター�

豊玉文化会館�

美津島文化会館�

どの講座へも自由に参加できます。�
問い合わせは対馬市教育委員会まで�

8月5日(金)

8月19日(金)

9月2日(金)

み
ん
な
の�

生
涯
学
習�

from
JUNIORS

自
分
の
生
き
が
い
新
発
見
！�

対
馬
市
生
涯
学
習
市
民
講
座�

電    話  0 920 - 8 6 - 3 727  (生涯学習課)�
ファックス  0 9 20 - 8 6 - 4 433

入場無料�
�
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　対馬市では、成人歯科検診・妊産婦歯科検診の結果から、すでに20才代で喪失歯がみられるため、�
「20才代で１本も歯を抜かない、25才で28本の歯を残す」ことを目標に歯の健康づくりをすすめて�
います。�
　あなたも是非この機会に、成人歯科健診を受診しましょう。�
　　　　　　■対 象 者…満19才以上の対馬市民�
　　　　　　■実施期間…平成17年４月１日から平成18年３月31日まで�
　　　　　　■健 診 料…健診料は無料です。ただし、１人年１回です。�
　　　　　　　　　　　　※２回目以降は、全額自己負担となりますのでご注意ください。�
　　　　　　■申込方法…下記の歯科診療所及び歯科医院へ直接電話し、�
　　　　　　　　　　　　「成人歯科健診を希望」と伝えて予約してください。�
　■健診を実施する機関�

＊詳細は、各支所健康福祉課にお問い合わせください。�

５２－０４１７�
５２－３１１７�
５２－１５６４�
５２－２８４４�
５７－０７７７�
５６－１１７２�

５４－２５２６�
５４－２０１１�
５８－０４０２�
５８－００５６�
８２－０７８５�
８３－０４１８�

８４－２２６３�
８４－５２２１�
８５－１００５�
８６－３９１９�
８６－３９２２�

高森歯科診療所�
ひ ろ 歯 科 医 院 �
清 水 歯 科 医 院 �
厳原歯科診療所�
豆酘歯科診療所�
佐須歯科診療所�

いとせ歯科医院�
竹 村 歯 科 医 院 �
阿比留歯科医院�
大 浦 歯 科 医 院 �
峰 歯 科 診 療 所 �
みたらい歯科医院�

佐須奈歯科診療所�
佐護歯科診療所�
仁田歯科診療所�
上対馬歯科クリニック�
久 富 歯 科 医 院 �

　６月の環境月間にあわせ、対馬市６支所管内の

不法投棄合同パトロールが、警察署、対馬保健所、

産業廃棄物協会などの協力で行われました。�

　パトロールの結果、山林や道路に、布団、衣服、

生ごみをはじめとした生活ごみや車、家電製品等

が不法に捨てられたり放置されていました。�

　不法投棄は景観を損ねるだけでなく、環境汚染

を招くことにもなります。ボランティアによる清

掃活動など、環境を守る活動の一方で、このよう

な不法投棄があることはとても悲しいことです。�

　また、廃棄物の「野焼き」は大量の黒煙や悪臭

が発生し、近隣に対して大きな迷惑をかけること

になります。また、ダイオキシンと呼ばれる化学

物質（環境ホルモン）が発生するといわれており、人の体への影響が心配されています。�

　ドラム缶やブロックを積み上げただけの炉や設備が十分でない焼却炉での焼却も、「野焼き」と同じ

ことと見なされます。（農業者が行う稲わら等の焼却は条件付で例外的に認められています。）�

　このような、廃棄物の「不法投棄」「野焼き」は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で重い罰則

（５年以下の懲役又は１千万円以下の罰金）の規定されている「犯罪行為」です。ごみは分別、減量化

に努め、決められた方法できちんと処理し、生活環境を守りましょう。�

■問合せ先……対馬保健所衛生環境課　５２－０１６６　対馬市役所廃棄物対策課　５３－６１１１�

　　　　　　　厳原支所住民生活課　５２－１２１１　美津島支所住民生活課　５４－２２７１�

　　　　　　　豊玉支所住民生活課　５８－１１１１　峰 支 所 住 民 生 活 課　８３－０３０１�

　　　　　　　上県支所住民生活課　８４－２３１１　上対馬支所住民生活課　８６－３１１１�

不法投棄されたゴミの状況（05’６月）�
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　体が不自由な方、知的障害をお持ちの方またはその家族の方々からの相談に応じ、様々なサービスを

受けるために必要な指導・助言をお願いし、障害をお持ちの方々と市との橋渡し役としてご活躍いただ

いています。�

　困っていることや悩んでいることがございまし�

たら、遠慮なくご相談ください。�

　なお、個人の情報は固く守られますのでご安心�

ください。�

※第８回特別弔慰金が支給されます�

　■対 象 者……戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成17年４月１日において、公務扶助料や遺族年金

　　　　　　　　等を受ける方がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人�

　　　　　　　　　１．弔慰金の受給権者�

　　　　　　　　　２．戦没者等の子�

　　　　　　　　　３．①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹�

　　　　　　　　　　（戦没者等と生計関係を有していなかった方等は除かれます）�

　　　　　　　　　４．上記３以外の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹�

　　　　　　　　　５．上記１から４以外の三親等内の親族�

　　　　　　　　　　（戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上生計関係を有していた方に限られます）�

　■支給内容……額面40万円、10年償還の記名国債�

　■請求期間……平成17年４月１日から平成20年３月31日まで�

　■請求窓口……お住まいの各支所健康福祉課福祉班�

　■問合せ先……各支所健康福祉課福祉班または対馬市福祉事務所（☎58-2294）までお問い合わせ�

　　　　　　　　ください。�

　野生の鳥獣を無断で捕獲・飼育すると法律で罰せられます。�

　その中で、メジロとホオジロについては許可を受ければ、愛玩用と

して捕獲・飼養ができます（飼育については、１世帯につきどちらか

１羽）。ただし、捕獲について３月～６月は、繁殖期間のため捕獲で

きません。詳しくは市役所観光交流商工課（☎53‐6111）または各

支所総務課へお尋ね下さい。�

厳原町日吉

厳原町豆酘内院

厳原町椎根

美津島町 知甲

美津島町竹敷

豊玉町田

豊玉町横浦

峰町三根

上県町佐須奈甲

上対馬町豊

52-1985�

57-0296�

56-1114�

54-3988�

54-2779�

58-0189�

58-0670�

83-0035�

84-2517�

86-2707

厳原町国分

美津島町 知

豊玉町廻

峰町志多賀

上県町佐須奈

上対馬町河内

52-0025�

54-2323�

59-0068�

82-0205�

84-2611�

86-2619

氏　　名� 住　　　所� 電話番号�

氏　　名� 住　　　所� 電話番号�

【身体障害者相談員】�

【知的障害者相談員】�

山　中　和　夫�

沖　本　恭　子�

阿比留　秀　男�

岡　野　計　政�

小茂田　　　穣�

三　原　叶　也�

濱　田　安　食�

佐々木　三　吉�

平　川　松　好�

阿比留　　　隆�

朝　鍋　好　市�

扇　　　良　富�

末　松　辰　雄�

阿比留　義　教�

山　本　治　之�

武　末　伸　夫�

ヤマ　　ナカ�

オキ　　モト�

  ア  ビ   ル�

オ カ      ノ�

 コ　モ　ダ�

 ミ        ハラ�

カズ 　　オ�

キョウ　 コ�

ヒ デ      オ�

カズ     マサ�

          ユタカ�

ヤス      ナリ�

  ア       ジ キ�

サン      キチ�

マツ      ヨシ�

　　     タカシ�

ヨシ      イチ�

ヨシ      トミ�

タ ツ       オ�

ヨシ      ノリ�

ハル      ユキ�

ノ ブ       オ�

ハ マ      ダ�

サ　サ　キ�

ヒラ      カワ�

 ア　ビ　ル�

アサ      ナベ�

オウギ　　�

スエ      マツ�

  ア　ビ　ル�

ヤマ      モト�

タケ      スエ�
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■募集人員…受付、艇の運搬、選手への飲料水等のサービスなど合計約200名�

■参加資格…高校生以上で健康に自信のある方�

■申込方法…申込用紙もしくは電話でお申込下さい。�

■開 催 日…平成17年９月18日（日）　�

　　　　　　スタート午前10時～（小雨決行）�

■場　　所…豊玉町沿岸（メイン会場　豊玉町総合運動公園）�

■種　　目…シングルフルマラソン（約35km）�

　　　　　　シングルハーフマラソン（約17km）�

　　　　　　タンデム（2人乗）フルマラソン（約35km）　�

　　　　　　タンデムハーフマラソン（約17km）�

■参 加 料… 一　般  10,000円�

　　　　　　中高生    5,000円�

■申込締切…平成17年８月18日（金）�

申込み・問合せ先�

　〒817-0021　対馬市厳原町今屋敷668（対馬観光物産協会内）�

　対馬シーカヤックマラソン大会実行委員会事務局�

　TEL：0920-52-1566　　FAX：0920-52-1585�

　ホームページ：http://www.tsushima-net.org/seakayak/

（１）試　験　手　数　料…各試験とも8,300円�

（２）申請書受付期間…平成17年８月17日（水）～８月22日（月）（土、日曜日を除く４日間。�

　　　　　　　　　　　ただし、ボイラー関係は8月22日（月）～8月25日（木）の４日間）�

（３）試　験　会　場…長崎県総合福祉センター（長崎市茂里町３番24号）�

（４）日　　　　　程�

※試験についての問合せは、上記の各団体のほか�

「九州安全衛生技術センター」（☎0942-43-3381）へお願いします。�

第 一 種 衛 生 管 理 者 �

第 二 種 衛 生 管 理 者 �

潜 水 士 �

一 級 ボ イ ラ ー 技 士 �

二 級 ボ イ ラ ー 技 士 �

クレーン運転士（床上運転式含む）�

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士 �

ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者 �

林 業 架 線 作 業 主 任 者 �

発 破 技 士 �

（社）長崎県労働基準協会�

　　☎095-849-2450

（社）日本ボイラー協会　長崎支部�

　　☎095-824-7589

（社）日本クレーン協会　長崎支部�

　　☎095-822-8929

（社）長崎県労働基準協会�

　　☎095-849-2450

林業・木材製造業労働災害防止協会　長崎県支部�

　　☎095-832-1388

（社）長崎県火薬保安協会�

　　☎095-823-4396

10
月
１
日
（
土
）�

10
月
２
日
（
日
）�

試験日� 試 験 の 種 類 � 受 験 申 請 書 提 出 先 �
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■出品申込…８月１日（月）～８月９日（火）�

■部　　門…日本画・洋画・彫刻・工芸・書�

　　　　　　写真・デザイン�

■問合せ先…県展事務局�

　　　　　　長崎市出島町2-1（長崎県美術館内）�

　　　　　　TEL：095-825-6058�

　　　　　　FAX：095-825-6505�

　※募集要項・申込書は、県展事務局・市町村�

　　教育委員会（文化課又は、社会教育課）・�

　　材料店・表具店にあります。�

＊＊第50回記念 作品公募＊＊�＊私たちと一緒に太鼓を叩いてみませんか!!＊�

　私たち「ヤマネコ太鼓会」は、地元芸能の保�

存と地域のＰＲのため活動しています。�

　ただ今メンバーを募集しています。自己表現�

に、またストレス解消に太鼓を叩いてみません�

か？初心者も大歓迎です。�

■募集内容…太鼓に興味のある方でしたら、�

　　　　　　年齢、性別は問いません。�

■練習会場…文化交流施設日吉館�

　　　　　（上県町佐須奈・日吉の里公園内）�

■応募・問合せ先�

　〒817-1602　対馬市上県町佐須奈乙321�

　佐須奈小中学校内　ヤマネコ太鼓会�

　阿比留友枝　☎0920-84-2026

■
問
合
せ
先
…
…
自
衛
隊
長
崎
地
方
連
絡
部 

対
馬
駐
在
員
事
務
所
　
☎
０
９
２
０
―
５
３
―
０
９
０
８�

区
　
　
　
　
分�

資
　
　
　
　
　
格�

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
者�

18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
者�

�

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者�

受

付

期

間
�

８
月
１
日
〜
９
月
８
日�

年
間
を
通
じ
受
付�

一
次
試
験�

　
９
月
23
日�

　
９
月
17
日�

９
月
25
・
26
日�

受
付
時
に
通
知�

航

空

学

生

�

一

般

曹

候

補

学

生

�

曹

候

補

士

�

２
等
陸
・
海
・
空
士（
女
子
）�

２
等
陸
・
海
・
空
士（
男
子
）�

主　催�

長崎県・長崎県教育委員会・長崎県美術協会�

長崎県文化団体協議会�
ともえ�
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＊仕入れなどの帳簿や請求書等を保存していないと、支払った消費税を差し引くことができません！＊�

一般課税（簡易課税制度を選択しない）で消費税の申告をする場合�
（例）あなたの１年間の売上金額が1,260万円で、�
　　　仕入や経費の金額が1,050万円の場合�

消費税の納付税額は、受取った消費税から支払った消費税を差し引いて計算する仕組みになっています。�
しかし、仕入・経費に係る帳簿と請求書などの保存がないと支払った消費税が明らかではないため、差し�
引くことができません。�
つまり、消費者から受取った消費税をそのまま納税する事になります。�

●売上げのみから消費税の納付税額を計算できる簡易課税制度もあります。�

最寄りの税務署へお気軽におたずねください。�
福岡国税局ホームページ　http://www.fukuoka.nta.go.jp もご覧ください。�

小売業者（あなた）が仕入・経費に�
係る帳簿・請求書などの書類を�

詳しくは詳しくは�詳しくは�

●対馬ちんぐ音楽祭は、�
　日韓のアーティストを招き、音楽をとおして

「ちんぐ」の交流を目指している音楽祭です。

また、対馬島内外のボランティアのスタッフの

方々による手作りの音楽祭です。�

　※ちんぐ（親旧）＝ハングルで親友・友達の意�

●対馬ちんぐ音楽祭実行委員会では�
　平成17年８月27日（土）開催の「対馬ちん

ぐ音楽祭２００５」に協力いただける一般のボ

ランティアスタッフを募集しています。�

　ご協力いただける方は、対馬ちんぐ音楽祭実

行委員会事務局に７月29日（金）までにご連
絡ください。�

�
●お問合せ・申込み先…対馬ちんぐ音楽祭実行委員会事務局（対馬市美津島支所総務課内）�
　　　　　　　　　　　　TEL：0920-54-2271（内線215）　FAX：0920-54-2095�

　　　　　　　　　　　　対馬ちんぐ音楽祭Webサイト：http://www.chingu.jp/

出演者全員による全体セッション（04’８月）�
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診療時間　９：00～16：00（急患のみ）�

日　程� 診　療　所　名� 医 師 名�

●日曜・休日救急医療在宅当番医●�

お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
５
月
21
日
〜
６
月
20
日
受
付
分
）�

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

（
住
所
）　（
氏
　
　
名
）（
年
齢
）

天
道
茂
　
大
山
　
藤
縁

87
歳

南
　
室
　
原
田
　
保
吉

78
歳

東
　
里
　
倉
田
　
武
俊

65
歳

東
　
里
　
梅
野
　
時
子

83
歳

椎
　
根
　
桐
谷
　
マ
ツ

89
歳

東
　
里
　
阿
比
留
オ
マ

95
歳

天
道
茂
　
岩
崎
　
　
公

77
歳

久
　
田
　
林
田
　
啓
子

75
歳

西
　
里
　
梅
野
　
芳
子

77
歳

下
　
原
　
吉
野
　
春
治

84
歳

佐
須
瀬
　
内
山
　
サ
ヨ

87
歳

箕
　
形
　
神
宮
　
時
信

84
歳

上
の
町
第
二

　
河
本
　
清
子

83
歳

尾
　
崎
　
多
良
　
春
枝

74
歳

加
　
志
　
石
川

太
郎

71
歳

洲
　
藻
　
西
山
　
カ
ヨ

68
歳

芦
　
浦
　
浦
瀬
ト
シ
子

88
歳

吹
　
崎
　
阿
比
留
唯
雄

83
歳

小
船
越
　
築
城
シ
ゲ
子

60
歳

小
　
綱
　
安
達
　
和
彦

74
歳

千
尋
藻
　
原
田
　
政
高

69
歳

大
　
綱
　
重
田
　
　
實

75
歳

見
世
浦
　
山
本
　
　
悟

78
歳

千
尋
藻
　
稲
葉
　
範
也

45
歳

三
根
浜
　
浜
辺
ミ
ツ
子

79
歳

佐
　
賀
　
吉
田
　
育
生

78
歳

三
根
浜
　
野
田
　
梅
子

72
歳

友
　
谷
　
佐
々
木
康
晴

50
歳

佐
須
奈
　
神
宮
タ
ミ
ヨ

80
歳

西
　
泊
　
犬
束
　
生
三

83
歳

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の

際
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た

方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

８月７日�

14日�

21日�

28日�

佐 賀 診 療 所 �

吉 田 内 科 医 院 �

かも整形外科医院�

東 島 医 院 �

（ 佐 賀 ）�

（ 厳 原 ）�

（ 厳 原 ）�

（ 厳 原 ）�

武 林 幸 子 �

吉 田 茂 幸 �

賀 茂 和 典 �

東 島 英 孝 �

８月９日の「県民祈りの日」には、１分間の黙とうをささげましょう。�
　○ 長崎県では、原爆犠牲者のご冥福をお祈りし、平和への誓いを新たにするため�
　　 に、毎年８月９日を「県民祈りの日」に定めています。�
　○ 来る８月９日には、原爆投下時刻の午前11時２分に、�
　　 県民の方々がそれぞれの家庭で、また職場で、サイレン・�
 　　鐘などに合わせて１分間の黙とうをお願いします。�

広報つしま６月号で誤りがありました。�
関係の皆様にお詫び申し上げ、次のと�
おり訂正いたします。�
◇22項「おくやみ」コーナー中�
　【誤】吉　田　中村　子�
　【正】吉　田　中村徳子�
　【誤】久田道　湊クラ子　89歳�
　【正】久田道　湊クラ子　85歳�

■実　 　施　 　日…平成17年７月18日（海の日）�

■キャンペーン期間…平成17年７月15日（金）�

　　　　　　　　　　　　　 ～８月13日（土）�

主催／長崎県海と渚環境美化推進委員会�

交通事故情報� 平成17年６月30日現在�

区　　分� 対馬南署管内�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

発生件数�

死者数�

負傷者数�

43�

6�

0�

－2�

56�

5

対馬北署管内�

6�

－4�

1�

0�

5�

－6

対馬市全体�

49�

2�

1�

－2�

61�

－1

安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう !!

訂正とお詫び�

海と渚のクリーンアップ作戦�
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920-52-1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920-54-2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

毎週（水）�

第４（月）�

�

第１（金）�

第２（金）�

第１・３（水）�

９�

3・10・17・24・31�

22�

�

５�

12�

３・17

8:30̃15:00�

8:30̃15:00�

8:30̃11:00�

�

8：30̃11：00�

8:30̃15:00�

8:30̃15:00

13:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

9:00̃12:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

  9:00̃15:00まで�

13:00̃17:00まで�
  9:00̃12:00まで�

毎週（水）午後�
第２・４（火）�

3・10・17・24・31�
9・23

24

8:30̃15:00�
8:30̃11:00

8:30̃11:00

☆…予約制となります。�
�
★…内科医の紹介により診療予約
　　となります。�
�
◎特別診療のうち、長崎大学、国
　立病院長崎医療センター応援に
　つきましては、空路欠航等によ
　り診療を中止する事があります
　ので、事前に確認下さいますよ
　うお願いします。�

皮膚科…毎週月曜日から金曜日診療�
　　　　ただし、８/10（水）休診�
�
眼　科…毎週月曜日から金曜日診療�
　　　　ただし８/25（木）、８/26（金）休診�
�
内科、外科、小児科、整形外科�
　　　…月曜日から金曜日まで毎日診療�
�
※１☆印の診療科（内科）よりの予約患者様
　　のみの診療を行っております。�
　２空路欠航の場合は他の医師が代診致し
　　ます。�
　３予防接種について、薬の常備がない場
　　合もありますので、電話等でお問い合
　　わせください。�
　４透析診療については、月曜日～土曜日
　　まで午前中に診療しますので、お問い
　　合わせください。�
　５予約制で事業所健診・社会保険生活習
　　慣病予防検診も行っています。�

第３（月）�

毎週（木）�

第２・４（火）�

第１（火）�

第１（金）�
第３（金）�

第２（木）�
第４（木）�

毎週（火）（水）�

予約にて受付けています。�

毎週（火）�

15�

４・11・18・25�

９・23�

２�

５・19

11・25

2・3・9・10・16�

17・23・24・30・31

2・9・16・23・30

8：30～11：00

予約のみ�

予約のみ�

13：30～�

9：00～�

8：30～11：00

13：00～（紹介状制）�
14：00～（紹介状制）�

8：30～11：00

13：00～15：00（予約のみ）�

☆�

☆�

☆�

予 防 接 種 �

補 聴 器 外 来 �

内 視 鏡 �

耳 鼻 咽 喉 科 �

（長 崎 大 学 病 院）�

（対馬いづはら病院）�

（長崎医療センター）�

（対馬いづはら病院）�

（福 岡 大 学 病 院）�

泌 尿 器 科 �

神 経 内 科 �

循 環 器 科 �

言語療法・摂食嚥下訓練�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

8:30̃11:00�

8:30̃15:00�

8:30̃11:00

9:00̃12:00まで�

14:00̃17:00まで�

９:00̃15:30まで�

3・10・17・24・31�

１�

２�

毎週（水）�

第１（月）�

第１（火）�

第４（水）�

毎年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した、�
小冊子『健康一口メモ』を販売中です。�
�●第９～10集：１冊300円　　●第12～18集：１冊400円�

お知らせ�

８月テレホンテーマ�
熱中症�

大腿骨頚部骨折�

　　　　  タバコを食べてしまった�

人工鼓膜�

統合失調症と患者会�

夜間頻尿�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

子どもの救急�
シリーズ その⑧

【長　崎】（０９５）８２６-５５１１�
【佐世保】（０９５６）２３-４３００�
＊祝祭日は前日のテープが流れます。�
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが３分間�
　流れます。�
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。�
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。�

長崎県保険医協会�
〒850-0056　長崎市恵美須町2-3-2F�
TEL 095-825-3829／FAX 095-825-3893
URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス�健康テレホンサービス�
24時間電話で健康をお届けします�

血 液 内 科 �

神 経 内 科 �

呼 吸 器 外 来 �

循 環 器 科 �

リ ウ マ チ 科 �

脳 神 経 外 科 �

皮 膚 科 �

糖 尿 病 外 来 �

不 妊 症 外 来 �

思 春 期 外 来 �

（長崎医療センター）�

（長崎医療センター）�

（森　　　正　孝）�

（梶　野　　　洋）�

（貞　光　隆　志）�

（長崎医療センター）�

（長崎医療センター）�

（中 対 馬 病 院）�

（川　上　眞寿弘）�

（松　口　一　道）�

（本　田　啓　二）�

�

☆�

☆�

☆�

☆�

★�
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　ハングル講座や日韓交流業務などを務めてきた対馬市国際交流員、李鍾洙さん

が、６月12日のシーフラワーⅡで韓国に帰国しました。

　李さんは、1999年８月１日に、旧美津島町の国際交流員として対馬を訪れ、約

６年間、対馬と韓国との交流の架け橋として活躍してきました。しかし、韓国に

住む高齢のご両親の健康問題、自分の将来のことを考え帰国を決意しました。

　対馬は第二の故郷と話す李さん。対馬で２人の子どもに恵まれ、名前は対馬に

ちなんで長女は海仁ちゃん（５

歳、きれいな海）、長男は東河

ちゃん（３歳、韓国から見た東

の大きな河）名付けました。

　韓国に帰国後は忠清南道庁

（大田広域市）国際通商課勤務

となり、今後も日本と韓国との

架け橋になりたいと誓っていま

した。

～李鍾洙さん帰国～�

�

�

日韓交流の架け橋として６年間�日韓交流の架け橋として６年間�

２年連続囲碁の全国大会へ 　
　６月６日、全国高校囲碁選手権の県予選（男子個人戦）

で優勝した対馬高校１年の俵友祐希君が優勝報告のため

市役所を訪れました。

　俵君は７月26日に東京で開かれる全国高校選手権と８

月に青森で開かれる全国大会に県代表として出場します。

　俵君は、昨年中学３年生で出場した県大会でも優勝し

て、全国大会に出場しました。（平成16年６月号に掲載）

初挑戦の全国大会では４回戦まで勝ち進み、ベスト16の

結果を残しています。

　松村市長との対談で俵君は「優勝を目指してがんばり

たい」と語り、市長も「対馬の希望の星として日本一に」

と激励しました。

　６月11、12日、西海市で行われた高松宮賜杯第49回

全日本軟式野球大会（第１部）長崎県支部予選会に対馬

市代表として出場し、見事に優勝を飾った厳原マリナー

ズ（神宮篤監督）のメンバーが、16日に松村市長に優勝

報告をしました。

　厳原マリナーズは、５月15日に市民球団「対馬まさか

りドリームス」と親善試合をしたチームです。９月16日

から兵庫県で開催される全国大会（出場32チーム）に出

場します。松村市長からは「元プロ野球選手との対戦と

いう経験を活かして全国大会でも活躍を期待します」と

激励の言葉が送られました。

県大会優勝、全国大会へ　　

２年連続囲碁の全国大会へ 　

県大会優勝、全国大会へ　　

～俵友祐希君(対馬高１年）～�
�

�

～厳原マリナーズ～�

日韓交流の架け橋として６年間�
イチョンス

とも ゆ き

ヘイン

トンハ

テジョン

また帰って来ますと手を振る李さん

日本一を目指したいと話す俵君

健闘を誓ったメンバー

離任式（10日）でお世話になりましたと握手


